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ご紹介内容

1

１．STRDESIGN商品体系のご案内

２．大型対応版の機能のご案内

３．通常版、大型対応版 共通の機能強化のご案内
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※2015年12月に大型対応版ご利用のお客様に、木造校舎の構造設計標準 「JIS A 3301」
【キングポストトラス（ユニットDAタイプ）】に対応したレベルアップ版を無償提供致します。

【キングポストトラス（ユニットDAタイプ）】の計算仕様は、（一社）中大規模プレカット技術協会
の「木造軸組標準工法」に準拠します。

１．STRDESIGNの商品体系（１）

2

STRDESIGN V15

本体

許容応力度計算
壁量計算（４６条、Ｎ値、偏心率）
性能表示（長期優良）
梁断面算定
＜延床面積 2,000㎡まで＞

オプション

３次元可視化ツール
混構造
グリッドポスト基礎工法
構造自動設計
耐震シミュレータ

STRDESIGN V1６

本体

許容応力度計算
壁量計算（４６条、Ｎ値、偏心率）
性能表示（長期優良）
梁断面算定
＜延床面積 500㎡まで＞

オプション

３次元可視化ツール
混構造 ＜延床面積 500㎡まで＞

グリッドポスト基礎工法 ＜延床面積 500㎡まで＞

通常版

許容応力度計算
壁量計算（４６条、Ｎ値、偏心率）
性能表示（長期優良）
梁断面算定
＜延床面積2,000㎡まで＞
トラス構造（屋根）※
A2版の図面出力

大型対応版

機

能

強

化



１．STRDESIGNの商品体系（２）

データ互換性について
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戸建用
５００㎡

大型用
２０００㎡

STRDESIGN V15

戸建用
５００㎡

STRDESIGN V16
通常版

戸建用
５００㎡

大型用
２０００㎡

STRDESIGN V16
大型対応版

×○
○

○

○

○

×

V15で作成した５００㎡より
大きい延床面積の物件は、
V16通常版では動作しない

V16大型対応版で作成した５００㎡以下
の延床面積の物件は、V16通常版でも
動作する
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木造大型物件（延床面積 2,000㎡まで）の許容
応力度計算が可能

大空間を実現できるトラス屋根構造※に対応

Ａ２版の図面出力に対応

２．大型対応版の機能
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屋根トラス梁の形状（キングポストトラス）
出典：文部科学省「JIS A 3301を用いた木造校舎に関する技術資料」

※２０１５年１２月にキングポストトラスについて
（一社）中大規模木造プレカット技術協会の
「木造軸組標準工法」に対応したレベルアップ
版を無償提供

同協会の動向に合わせて、順次対応予定
（現在、同協会では平行弦トラスを検討中）



 ３．１ 入力機能の強化

 ３．２ 計算機能の強化

 ３．３ 出力機能の強化

３．通常版、大型対応版【共通】
機能強化について
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 ３．１．１ 設定画面を一新

 ３．１．２ 入力補助機能

 ３．１．３ 屋根入力の機能拡張

３．１ 入力機能の強化
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３．１．１ 設定画面を一新（１）

設定画面を一新（仕様系コマンド）
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【STRDESIGN V15】 【STRDSIGN V16】

どの画面でも、
同じレイアウト

スクロール
が必要

関連項目がグループ化
され、作業効率が向上入力項目のすべてがひと目でわかる！



３．１．１ 設定画面を一新（２）

設定画面を一新（部材系コマンド）
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屋根・柱・梁・母屋・小屋束の５部材のみ対応

タブ化

設定頻度が
少ない項目

計算結果を
ひとまとめ

【基準入力】は
部材入力時に
必要な情報だけ
を表示



３．１．１ 設定画面を一新（３）

通り芯の機能強化
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番付文字を
任意で設定

画面を拡大表示しても
番付文字が見える



３．１．２ 入力補助機能（１）

補助線機能強化
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（１）角度補助線（角度指定）

角度入力＋基点指定

（２）角度補助線（ベクトル指定）

ベクトル（X,Y）入力＋基点指定

（３）直交補助線

基点＋対象補助線

（４）補助線の属性指定・変更

線種・色・表示階を補助線毎に

指定可能

Ｙ軸から
時計まわり

×

基点位置



３．１．２ 入力補助機能（１）

補助線機能強化
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（１）角度補助線（角度指定）

角度入力＋基点指定

（２）角度補助線（ベクトル指定）

ベクトル（X,Y）入力＋基点指定

（３）直交補助線

基点＋対象補助線

（４）補助線の属性指定・変更

線種・色・表示階を補助線毎に

指定可能
ベクトルＸ

×

基点位置

ベクトルＹ



３．１．２ 入力補助機能（１）

補助線機能強化
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（１）角度補助線（角度指定）

角度入力＋基点指定

（２）角度補助線（ベクトル指定）

ベクトル（X,Y）入力＋基点指定

（３）直交補助線

基点＋対象補助線

（４）補助線の属性指定・変更

線種・色・表示階を補助線毎に

指定可能

③作成された
直交補助線

×
①基点位置

②対象補助線



３．１．２ 入力補助機能（１）

補助線機能強化
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（１）角度補助線（角度指定）

角度入力＋基点指定

（２）角度補助線（ベクトル指定）

ベクトル（X,Y）入力＋基点指定

（３）直交補助線

基点＋対象補助線

（４）補助線の属性指定・変更

線種・色・表示階を補助線毎に

指定可能

変更時

入力時



３．１．２ 入力補助機能（２）

入力時のずれ防止強化
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まるめ対象制御をツールボタン化

①グリッド点

②通り芯線の交点

③補助線の交点

④入力部材の構成点

→ まるめ対象とすべき交点を

正しく選択できる。

ツールボタン
で見える化

補助線のみ

通り芯線の交点
補助線の交点

補助線のみ



３．１．３ 屋根入力の機能強化（１）

屋根流れ方向の全方向指定
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任意ベクトル成分指定に
より、全方向入力が可能



３．１．３ 屋根入力の機能強化（２）

高さ基準変更対応
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パラメータを１つ
変更するだけで
高さを簡単調整

高さ基準点変更

1000mm
下げる



 ３．２．１ グレー本2008年版・告示対応の強化

 ３．２．２ 荷重設定の機能強化

 ３．２．３ その他の機能強化

３．２ 計算機能の強化
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３．２．１ グレー本・告示対応の強化（１）

基礎の単純梁計算
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従来の変位法に加え、グレー本

2008年版に準拠した「基礎梁の

長期および短期の曲げとせん断

に対する検定」に対応

計算結果が
追いやすい



３．２．１ グレー本・告示対応の強化（２）

水平力に対する耐力壁の算定
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壁の剛性算定に
「横架材天端間高さ」を考慮

建物概要の軒高から決まる以外に、
耐力壁毎に直接指定が可能

①耐力壁の配置と設計壁量Ld及び許容耐力Ｐｉの算定



３．２．１ グレー本・告示対応の強化（２）

水平力に対する耐力壁の算定
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【Ｘ方向／Ｙ方向】
【区間重量／通り重量】
の区別がない

②建物重量の算定



３．２．１ グレー本・告示対応の強化（３）

水平構面の許容せん断耐力の算定
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計算内容が
シンプルに

【旧グレー本】

【グレー本2008】



３．２．１ グレー本・告示対応の強化（４）

木材樹種別強度の告示係数対応
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曲げ強度に
係数を考慮
曲げ強度に
係数を考慮

集成材

梁・母屋・大引・根太・垂木の設計、土台の曲げ、短期曲げを受ける柱に設計 に考慮



３．２．２ 荷重設定の機能強化（１）

梁の分布荷重・集中荷重の直接指定
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任意の位置に
荷重設定が可能に

コマンド追加



３．２．２ 荷重設定の機能強化（２）

部屋の荷重処理区分の追加
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部屋処理区分を追加
・標準部屋を１０
・内部土間を３

登録パターンを増加し、同一階で異なる単位荷重の部屋が登録可能



３．２．２ 荷重設定の機能強化（３）

特殊壁荷重のコード・処理見直し
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任意壁荷重を
１０種類追加

単位面積当たりの
特殊壁荷重を追加



 基礎未入力で構造計算に対応

３．２．３ その他の機能強化

登り梁・隅木・谷木の検討機能の追加
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コマンド追加

【３次元可視化ツール表示】

隅木

隅木

 垂木の検討における屋根仕上げの指定対応（複数屋根検討対応）



 ３．３．１ 計算書出力枚数の削減

 ３．３．２ 計算書の機能強化

 ３．３．３ 図面出力の機能強化

３．３ 出力機能の強化
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３．３．１ 計算書出力枚数の削減

部材の結果を一覧表＋危険順で出力
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検定一覧表で
すべての部材の
検定結果確認が
可能

危険順で個々の
部材の詳細結果
を表示

大型物件での出力枚数を
従来の1/20程度に削減



３．３．２ 計算書の機能強化（１）

荷重逆追い結果出力機能
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対象部材（例は１階Ｙ０通りＸ０－Ｘ２）
に掛かる荷重根拠をすべて出力

荷重合計は一致

【荷重逆追い結果表】 【構造計算書・荷重の伝達表】

部材に掛かる荷重が明確に
なり、載荷荷重の異常値が
発見しやすい



３．３．２ 計算書の機能強化（２）

計算書画面でのＮＧ箇所へのジャンプ機能
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②クリックで、該当ページにジャンプ

①エラー出力個所一覧
表示ボタン

計算書のＮＧ個所を簡単に表示

③該当ページ
を表示



３．３．３ 図面出力の機能強化
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【母屋伏図（新規）】 【１階床下荷重分布図（新規）】

新たな出力図面の追加、凡例の強化
① 母屋伏図の新規出力（小屋伏図との表示部材の切り分け）

② １階下半分の荷重を含む荷重分布図出力

③ 梁伏図への木材樹種の表示（図面上は記号表示、凡例に樹種名を記載）




